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LINK-Jの主な活動と日本橋ライフサイエンス拠点の集積（2018.7-9）

バイオテクノロジーの事業化を
牽引した経産省

Vol.7

　1973年に遺伝子操作、1975年に細胞融合が開発され、

これに加えて動物細胞の大量培養技術の3つが、第一期のバイオ

テクノロジー実用化のエンジンでした。我が国の経産省（当時は

通産省）が1981年にバイオテクノロジー開発技術研究組合を

設立、企業を集めてこの3つの基盤技術の開発に鞭を入れました。

　現在でも56法人が参加する同組合は、我が国の産業界が

バイオテクノロジーの事業化に強く関心を持つ引き金を弾きま

した。20世紀後半の我が国のバイオブームの仕掛け人は経産省

だったのです。今や３つのバイオ基幹技術が高校生でも活用

できるコモディティ技術となったのも、基盤技術開発に総力を

挙げた我が国の戦略と米国での急速なバイオ研究開発の発展の

おかげです。遺伝子操作に必要な制限酵素などの試薬を国産化

できた国は、世界でも日米欧の一部の国に限定されます。現在、

同技術研究組合は次世代のバイオの焦点である糖鎖の利用技術

や植物を活用した物質生産技術の研究に焦点を当てています。

　それらは、経産省が旗を振っているスマートセル技術に結実

しつつあり、今まで高温高圧、高環境負荷、そして大規模だった

工業プロセスを、小さな人工細胞で置き換えるという国家プロ

グラムが立ち上がっています。道は遙かですが、成功すれば日本の

物造りを革新する可能性があるでしょう。但し、物を作るだけ

では21世紀では不十分。永続的な収益を上げる産業に仕上げる

にはサービス化とネットワーク化が不可欠です。ITC技術やAI

技術との融合がどうしても必要なのです。

　しかし、今や基盤技術を開発するという国家プロジェクトは

歴史的役割を終えたように感じています。それは1990年代に

物造りで世界をリードした日本の製造業が既に衰退産業となって

いる姿を直視すれば解ります。今後、産業化を狙ったバイオテク

ノロジーの国家プロジェクトは、技術よりもむしろ、人々の抱える

問題を解決する、ソリューション・ベースに大きく舵を切らなく

てはなりません。

東京大学理学系大学院植物学修士課程修了後、1979年
に日本経済新聞社入社。日経メディカル編集部を経て、
日経バイオテク創刊に携わる。1985年に日経バイオテク
編集長に就任し、2012年より現職。厚生労働省厚生科学
審議会科学技術部会委員、日本医療研究開発機構
（AMED）革新的バイオ医薬品創出基盤技術開発事業
評価委員など、様々な公的活動に従事。

宮田 満 氏

連載コラム

MIYAMAN’s
column

2018.07.02 「LINK-J×鶴岡サイエンスパーク『鶴岡発ベンチャーが創るタンパク質素材革命』」開催イベント

2018.07.05 「スーパーエンジェルカンファレンス 創業科学者から若手研究者へ」開催イベント

2018.07.18 「『創薬系ベンチャーの事業成長を加速させる秘訣』
～企業側視点のライセンス活動のポイントと支援策～」共催

イベント

2018.07.30 「第18回 LINK-Jネットワーキング・ナイト 
～AIとICTが変えるライフサイエンス企業と医師・患者のリレーション～」開催

イベント

2018.08.01 「MEDISO出前相談会＠KRP」共催イベント

2018.08.24 「大学・企業・病院発 メドテック・イノベーションシンポジウム＆ピッチ」発表プレスリリース

2018.08.31 「LINK-J、川崎市とライフサイエンス領域に関する相互提携の覚書を締結」発表プレスリリース

2018.09.14-15 「鶴岡サイエンスパーク視察ツアー」開催イベント

2018.09.18 「BornGlobal Innovators Forum ヘルスケアテック会議」共催イベント

2018.09.19 「イノベーションハブ京都開設1周年記念シンポジウム
『アカデミアからスタートアップへ！』～イノベーションの創出とその育成～」共催

イベント

2018.06.26 「LINK-J Networking Reception アーリーステージの
ライフサイエンスベンチャーの資金調達：米国のエンジェル投資の実際」開催

イベント

2018.07.06 「第13回 LINK-Jネットワーキング・ナイト 生産性は、睡眠で上がりますか？
～スタンフォード式最高の睡眠がもたらす最高の健康経営～」開催

イベント

2018.08.01 「医療系ベンチャー エコシステムの構築・進化に向けてin京都」開催イベント

バイオテクノロジーの事業化を
牽引した経産省

MIYAMAN’S column

なぜ「オープンイノベーション」が重要なのか

変化を続ける企業の
研究スタイルと今後の方向性

Key Person Interview



大友　私たちも製薬会社と再生医療に関する共同研究をして
いますが、再生医療の開発プロセスは非常に複雑です。最初から
相互に情報を密に共有しておかないと、どこかの時点で致命的な
齟齬を生じます。それならば最初からオープンイノベーションを
導入すれば良い。互いに競争する領域と協調できる領域を分ける。
協調がなければ、海外のメガファーマに勝てません。

― アカデミアとの連携の方はどうでしょうか。最近は大学発
ベンチャーなど大学から起業する動きも活発化しています。

大友　事業化については、日本では研究費を獲得する手段としての
起業が散見されます。個人的には、米国の大学発ベンチャーの
ように本気で起業家を目指すのか、あるいはアカデミアとして基礎
研究を続けるかを、明確にするべきであるかと思うのですが。

柴崎　研究室を維持する上で研究費が必要だという事情は理解
できます。ただ、アカデミアが必要以上に研究成果の事業化や市場
動向を意識する必要はないと思いますね。アカデミアに期待される
役割はinvention（発明）であり、それをinnovationにつなげる
のは企業の役割です。そこは「餅は餅屋」でありたいですね。

なぜ「オープンイノベーション」が重要なのか
変化を続ける企業の研究スタイルと今後の方向性
かつては、日本の企業は自社の基礎研究から生まれた「新製品のタネ」を長い時間かけて磨き上げて、そこから画期的なプロダ
クトを生み出してきました。しかし、次第に一社のみでの研究開発は難しくなり、一方で再生医療やバイオ医薬品に代表される
新たなジャンルの誕生に伴い、現在では多くの企業が大学や創薬ベンチャーとの「オープンイノベーション」に積極的に取り
組んでいます。今回の取材では、研究員として経験を重ね、現在はオープンイノベーションの世界で活躍する大手企業出身の
方々に、ライフサイエンス研究の変化と現在のオープンイノベーション、さらに未来の共創スタイルなどについて話を聞きました。

Key Person Interview

写真・記事・デザイン等の無断転載・複製・転用を禁じます。　Copyright@2018 Lifescience Innovation Network Japan All rights reserved.
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大学卒業後は第一製薬（当時）に入社。第一
製薬および第一三共にて、がん・免疫などの
領域で研究所長を務める。その後第一三共の
グループ会社である第一三共ＲＤノバーレ
取締役として創薬研究のサポート業務を担当。
企業を離れてアカデミアの支援をしたいと
考え、医薬基盤研究所内に設立された創薬
支援戦略室に職を得、同室が日本医療研究
開発機構に移管された後は、同機構の東日本
統括部長に就任した。現在は科学技術顧問。

髙子 徹 氏

大学卒業後は山之内製薬（当時）の創薬研究
部門で、循環器や糖代謝領域における新薬
の創製研究に従事する。アステラス製薬に
改組後も、生活習慣病領域の研究室で室長を
務める。その後、同社における創薬研究の
オープンイノベーションを担当。公募サイトを
立ち上げる一方、産学連携・コンソーシアム
事業の展開などにも携わる。再生医療イノ
ベーションフォーラムに活躍の場を移し、
事務局長に就任。退任後の現在は、次のス
テージに向け準備中。

柴崎 雅之 氏

大学卒業後はマックス・プランク生化学研究
所に留学し、最新の遺伝子関連技術を習得
する。帰国後は理化学研究所の基礎科学
特別研究員制度の一期生として基礎研究を
続ける。その後、日立製作所基礎研究所に
入社。さらに、ライフサイエンスの新事業立
上げを担当する。その後、「新エネルギー・
産業技術総合開発機構」に出向し、研究費の
ファンディングなども担当する。現在は日立
製作所ヘルスケアビジネスユニットにて再生
医療事業の立ち上げを担当。

大友 純 氏

―  皆様はもともと企業の研究員として基礎研究を担当されて
いたとお聞きします。これまでのご経歴をお教え下さい。

柴崎　大学では薬学部で薬理学を学び、卒業後は製薬会社に入社
しました。それから約30年間は、同社の研究部門で、循環器や
糖代謝領域において創薬研究に従事してきました。自分が関与した
研究から新たな医薬品を創出することも出来ました。その後、創薬
研究領域の集中化が行われ、生活習慣病領域の研究が縮小される
ことになり、創薬におけるオープンイノベーションを担当することに
なりました。創薬シーズを公募するサイトを立ち上げたり、産学連携
の推進などを行ってきました。その活動が縁となって、現在は再生
医療の業界団体に活動の場を移しています。

髙子　私も柴崎氏と同じで、大学では生化学を学びました。卒業後
は製薬会社に入社し、主に免疫やがん領域などの探索研究を担当
してきました。その後、「大企業の優先順位や領域戦略に左右され
ない、より自由な立場からアカデミアの創薬を支援したい」と考える
ようになり、当時まだ設立されたばかりの「創薬支援戦略室」に
移籍しました。現在も科学技術顧問として、大学の先生たちにお会い
して、助言などをさせて頂いています。

大友　大学では生物物理学を学び、卒業後はマックス・プランク
生化学研究所（ドイツ）に留学しました。帰国後は理化学研究所で
博士研究員を務めた後に、現在の会社に入社しました。当時の日本は
基礎研究ブームで、私も科学技術振興機構から研究費（さきがけ
研究）を得てかなり自由に研究をさせてもらえました。6年前から

一社による研究から共同研究に
時代と共に変わる研究の方法論

― そのような共同研究体制から「オープンイノベーション」に変化
することになったきっかけは何でしょうか。

柴崎　きっかけは、低分子化合物による創薬研究のハードルが
高くなるとともに、バイオ医薬や再生医療など、新たな創薬技術や
医療コンセプトの登場によって、低分子化合物時代の研究開発とは
全く異なる知識や技術が必要となり始めたことです。外部から必要
な技術だけを導入しようと思っても、必要なピースが多すぎるし、
また、新たな知識やノウハウを個社単独で短期に獲得するのは困難
です。そこで、競合企業間や産学の立場を超えて知識を結集させる
「オープンイノベーション」という新たな方法論が注目されるように
なりました。

髙子　同じ製薬会社の間でも、特に非競合的な部分では会社同士
が連携をしなければ共倒れになってしまうという危機感が生まれて
いますね。私たちが「産学協働スクリーニングコンソーシアム（企業
各社が提供する化合物ライブラリーをアカデミアによる創薬シーズ
の実用化に応用する産学連携事業）」を計画した時も、当初、関係者
の反応は否定的でしたが、いざ蓋を開けてみると20社以上の
企業の参画を得ることができました。

非競合領域で連携しなければ
共倒れになるという危機感

― オープンイノベーションはますます重要になると思われますが、
現在の方法論における課題があればご指摘下さい。

柴崎　産学協働のオープンイノベーションでは、基礎研究をアカ
デミアが担当することが多いのですが、そこから生まれる成果を
事業化の目線で冷静に評価できる人材は、製薬会社においても不
可欠の存在です。そのような「目利き」は、細胞や動物などを用いた
ウエットな研究を通じ、研究開発の経験を積むことで育成されるの
ではないでしょうか。社内に「目利き」できる人材を育てる意味でも、
今後も企業内のラボでの創薬研究は重要だと思います。

髙子　アカデミアに対する創薬支援プログラムでは、元製薬会社の
創薬担当者が研究支援しています。彼らは企業での経験があるから、
実験データの中に潜む小さな違和感にも感覚的に気づくことが
できるのです。こうした「気づき」は経験による部分が大きいため、
その意味でも目利きの育成は重要ですね。

基礎研究は「目利き」を育てる
「気づき」ができる人材は大切

― 最後に今後の期待や展望についてお聞かせ下さい。

柴崎　現在の創薬は企業間の競争の中で、ともすると肝心の患者
さんが放置されている印象があります。今後の創薬の方法論と
しては、たとえば「高血圧を治療する」、「がんの寛解を目指す」など
の大きな目標のもとに、競合関係にある企業やアカデミアの有志が
ひとつのチームを組織し、活動できるような新しい考え方が必要
です。実現は容易ではありませんが、それこそが真のオープンイノ
ベーションではないかと思います。

髙子　私の仕事は「アカデミアの研究成果を実用化に結びつける
こと」です。再生医療を始め、日本のアカデミアの研究者は様々な
アイデアを持っています。それを実用化に向けて少しでも前進
させたい。そのためには、たとえば大企業でもベンチャー企業でも
取り組みにくい領域の初期開発ステージを既存のファンディングに
加えてさらに支援するなど、国も創薬に関与する制度が必要だと
思います。

大友　成功体験はもちろん大切ですが、実は「失敗の経験」も非常
に重要なのです。大企業の中には失敗の経験が数多く蓄積されて
いますが、それらが外部に公開されたり、他の組織と共有されたり
することはまずありません。そこで、大企業とベンチャー企業が
失敗の経験を共有できるシステムを構築できないかと考えてい
ます。ベンチャー企業から生み出される技術は最終的に大企業に
還元されるのだから、双方に利益がある筈です。

柴崎　新規化合物の創製から病態の解析に至るまで、大企業には
あらゆる段階の「失敗の経験」が蓄積されていますからね。ビジネス
である以上、企業間の共有は難しい面もありますが、それもまた
「真のオープンイノベーション」の形だろうと思います。

「失敗の経験」は貴重なデータ
企業間での共有化も模索したい

再生医療分野の事業化を担当しています。その間にNEDO（新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構）へ出向して、研究費のファンディ
ングなども担当した時期もありました。

― 皆様はオープンイノベーションの黎明期から外部との共同
研究に関与されてきたのですね。当時について教えて下さい。

柴崎　国内の製薬会社は「オープンイノベーション」という言葉が
生まれる以前から、アカデミアとの共同研究を推進してきました。
ただ、当時の共同研究は、多くの皆さんが「オープンイノベーション」
という言葉からイメージするような取り組みとは少し様子が異なっ
ていたと思います。その頃の創薬研究は自社の研究所が中心に
なって行っており、自社では手が回らない部分の研究をアカデミアに
依頼していました。いわば自社研究の補完的役割をアカデミアに
求めたのが、かつての産学共同研究と言えるかもしれません。

柴崎　昔から医薬の研究開発の世界では、「ペニシリンの発見」の
逸話に代表されるように、失敗や偶然の出来事からの新しい発見は
「セレンディピティ」と称して語られています。しかし、失敗や偶然
からの大発見は、その背景にその分野での十分な経験があっての
こと。この世界は大切にしていきたいですね。


